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【背景】 
	
 近年、腸内細菌と生活習慣-特に食生活-と疾病との関連性が示唆されている。

この食習慣と腸内細菌叢、疾病の三者間における関連性は、生活習慣病に代表

される富栄養状態での健康障害のみならず、飢餓状態による健康障害に対して

も同様であると考えられる。タンパク質摂取量不足を原因とする疾病であるク

ワシオルコル病では、腸内細菌と低栄養の両方が疾病に関与することが示唆さ

れている(1)。	
 

	
 

【目的】	
 

	
 先に挙げた研究はタンパク質欠乏状態における発病メカニズムに関するもの

である。そこで、本研究では通常マウスに低タンパク質飼料と通常飼料を与え、

両群の腸内細菌叢を比較することにより、飼料の違いが腸内細菌叢に及ぼす影

響性の解析を目的とした。	
 

	
 

【方法】	
 

	
 5 週齢の雄 C57BL/6J マウスを 20%タンパク質飼料で 2週間の馴化後、2群に分

け 20%タンパク質飼料、5%タンパク質飼料を与えた。1週間毎に各マウス群から

糞便サンプルの採取と体重測定を行った。糞便サンプル中の細菌DNAを抽出し、

16SrRNA 遺伝子の可変領域 V1-V2 を PCR 増幅した。得られた PCR 産物を 454 シー

クエンサーによるバーコードシークエンシングに供した。	
 

	
 得られたハイクオリティな 16S リードを uclust を用いて 96%以上の配列相同

性で、OTU(Operational	
 Taxonomic	
 Unit)を作成した。各代表配列を NCBI	
 GenBank

と Ribosomal	
 Database	
 Project（RDP）の両データベースに対して GLSearch を

用いた相同性検索を行い、菌種の特定を行った。得られた結果から、飼料の異

なる 2群間で腸内細菌叢の菌種組成比較を行った。	
 

	
 



【結果】	
 

	
 低タンパク質飼料群（LPM 群）では、control 群に比べて体重変化率が有意に

低下することがわかった(Fig.	
 1)。また、UniFrac 解析等から両群の細菌叢は飼

料変更後 2週間以内の早い時期で有意に異なることが明らかとなった（Fig.	
 2）。

LPM 群で有意に増減する OTUs とその菌種帰属（Lactobacillus	
 murinu や

Bacteroidetes門に属する菌種）を Table	
 1 に示す。これらの結果は、低たんぱ

く質飼料により、マウス腸内細菌叢が有意に変動し、その菌叢変動には炎症誘

導に関与すると考えられる菌種の増加が一部に観察された。	
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